
現場レポート
JETプログラム

　（一財）自治体国際化協会 JETプログラム事業部調整課

JET キャリアアップインターンシップ
研修プログラムを行いました

キャリア支援について
JET プログラム参加者のプログラム終了後のキャリア

支援のため、クレアは、日本国内の企業との出会いの場
を提供するキャリアフェアや、JET プログラム参加者が
自身のキャリアビジョンをより明確にしていくためのセ
ミナーをはじめとする、さまざまな事業に取り組んでい
ます。

その一環として、2023 年８月 21 日から 25 日にか
けて、「JET キャリアアップインターンシップ研修プロ
グラム」を実施しました。この事業の目的は、JET プロ
グラム参加者に広く職業に対する理解を深めてもらうと
ともに、自己の職業の適性や将来設計について考える機
会を通じて、JET プログラム終了後の就職における主体
的な職業選択や高い職業意識を醸成することです。

全国から集まった参加者
本研修には、書類と面接による選考を通過した 43 名

が参加し、それぞれの希望業界や職種をもとにマッチン
グした企業で、５日間にわたるインターンシップを行い
ました。関東圏と関西圏の企業に受け入れていただき
ましたが、北海道や沖縄といった遠方からも参加者が集

まりました。普段は ALT（外国語指導助手）や CIR（国
際交流員）として主に全国の学校や自治体で活躍してい
る参加者にとって、一般企業での就業体験は貴重な機会
です。

事前研修
インターンシップ開始日の前日である８月 20 日には

事前研修を行い、「日本企業文化とビジネスマナー」お
よび「職場で使える日本語コミュニケーション」に関す
る講義を実施しました。

参加者は前者では日本の就職活動の流れ、自己分析・
企業研究の仕方、職場文化やシーン別のマナーについて
学び、後者では職場で起こりうる状況を想定したケース
スタディやディスカッションを中心に行いました。翌日
から始まるインターンシップだけでなく普段の業務や今
後の就職活動にも役立つ情報を得ることができたのでは
ないでしょうか。

実際に参加者からは、「日本企業文化やマナーなどは
あまり詳しく知らなかったので、勉強になった」「日本
企業におけるコミュニケーションやビジネスマナーの重
要性について学ぶことができた」という声がありました。
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５日間のインターンシップ
事前研修の翌日から、５日間のインターンシップが始

まりました。受け入れ企業の業界は、サービス業から製
造業までさまざまで、参加者は普段と違う環境に緊張し
つつも、企業の担当者らとコミュニケーションを取りな
がら積極的に業務に取り組みました。

翻訳サービス業のインターンシップに参加したイギリ
ス出身の ALT のゴードンさんは、多様なジャンルの翻
訳関連業務に携わりました。持ち前の日本語能力を活か
し、イギリス英語の翻訳について意見を述べるなどし
て、チームにも貢献していました。５日間のインターン
シップを通して、元々あった翻訳業界への興味がさらに
深まったとのことです。

研修業のインターンシップに参加した中国出身の CIR
のリュウさんは、研修の準備を見学したり、営業活動
に同行したりといった業務を体験しました。普段とは異
なる経験を得ることで、将来のキャリアパスに向けて、
自己分析を進めるきっかけになったと話していただきま
した。

研修を通じて
５日間という短期間ではありましたが、企業でのイン

ターンシップを通して、参加者がそれぞれのキャリアに
ついて考え、今後自身にとってよりよい選択を行うきっ
かけになれば幸いです。

インターンシップをはじめとする、JET プログラム参
加者に対するキャリア支援のさらなる充実に向けて、今
後も取り組んでいきます。

◆参加者の声
◦短期間で自分の興味のある分野の仕事を経験できる

素晴らしい機会だった。JET プログラム終了後の
自身の職業選択について悩んでいる人は大勢いるの
で、チャンスがあれば他の JET プログラム参加者
にもぜひ挑戦してほしい。

◦普段の業務とは全く異なる体験をすることで、今ま
で考えたこともなかった業界の魅力を知ることがで
き、自分でも驚いた。インターンシップに参加して
よかった。

◆企業担当者の声
◦JETプログラム参加者との出会いを求めてインター

ンシップの受け入れを決めた。参加者は優秀な方が
多いので、いつでも採用したいと考えている。

◦受け入れ当初はどんな参加者が来るか不安だった
が、とても礼儀正しくて、積極的な姿勢が好印象
だった。想像以上に満足している。

◦外国籍の方向けのインターンシップを行うことはな
かなかないので、よりよい経験をしていただこうと
社内でのコミュニケーションが活発になった。
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 集中して業務を行う参加者

参加者同士の交流も進みました

最終日には、普段とは違う環境にも少し慣れた様子でした


